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１．はじめに 

飛騨トンネルは、東海北陸道飛騨清見 JCT～白川郷 IC 間

に位置する延長約 10.7km の長大トンネルであり、非常駐車

帯部 33 箇所のうち、16 箇所で吹付け多層覆工構造を採用し

ている。本報文は建設から 10 年経過した時点で目視点検、

強度試験等を行い、吹付け多層覆工構造の評価を行ったため、

その結果を報告するものである。 

２．吹付け多層覆工構造の概要と要求性能 

図-1 に吹付け多層覆工構造の各層の構成を示す。また、 

表-1 に各層の要求性能を示す。1 次層は通常の支保機能であ

り、繊維補強吹付けコンクリートを吹付け機にて施工し、防

水シート等を施工した後、2 次層の鋼繊維補強吹付けコンク

リートを吹付け機により施工している。3 次層は高靱性モル

タルを車道上部のみにコテ仕上げにて施工している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．当初設計時点の課題  

当初設計時点で検討課題とされた事項は以下のとおりである。 

・覆工コンクリートが持つ耐荷性能と同等以上の耐力を有するか 

・吹付けコンクリートの耐久性において、打ち込みコンクリートに比較して早期の強度発現・収縮量の増大

により湧水箇所での品質低下・付着力低下はないか 

・景観面で表面の凹凸による交通視環境に与える影響はないか 

・耐火性の問題はないか 

・ひび割れ等による止水性に問題はないか 

キーワード：シングルシェル構造，モノコック構造，吹付け多重覆工構造，吹付けコンクリート 
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図-1 吹付け多層覆工構造各層の構成 

表-1 各層の要求性能 
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４．目視点検結果 

図-2 にエフロレッセンス、クラック

が多く発生している非常駐車帯部No16

の展開図を、写真-1 に代表的なエフロ

レッセンスの写真を示す。クラック等

の少ない非常駐車帯部では 11 箇所トー

タル 15,950mm 程度の区間もある。 

No.16 区間はエフロレッセンスの総 

延長は 20,450mm、クラックの総延長 

は 17,045mm であった。総延長は非常  

に長いものの、漏水もなく、クラック 

幅も 0.2～0.5mm 程度で進行性も認め 

られない。 

 No.32 区間には建設当初、漏水があり開通前に

導水用の樋が設置されたが漏水は減少している。 

５．強度試験結果 

 非常駐車帯部 No.12、16、32 から 2 次層より 2 

本、3 次層より 1 本計 3 本のコア採取を行い、圧 

縮強度試験を実施した。結果を表-2 に示す。供試

体 No.32 は長さが短いため、補正係数により補正

している。すべての供試体で 50N/mm2 を上回って

おり、強度の問題はなく、層境の剥離もない。 

６．吹付け多層覆工構造の評価 

 当初想定した要求性能は満足している。課題と 

された覆工と同等の耐力は強度からは有している 

 

 

 

 

 

 

 

 

と評価できる。湧水箇所での品質低下、付着力低下、漏水は若干のクラック等はあるものの問題ない。凹凸

等の交通視環境の影響もない。ただし、耐火性については評価材料がないため、評価できない。 

７．まとめ 

国内高速道路トンネルにおいて初めて採用した吹付け多層覆工構造は 10 年経過した段階でエフロレッセ

ンス、クラック等の発生はあるものの構造的な問題はなく、今後採用事例を増やすことも可能と考えられる。 
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図-2 エフロレッセンス・クラック発生状況 

 

 

写真-1 エフロレッセンス状況 

表-2 圧縮強度試験結果一覧 

エフロレッセンス 0.2—0.5mm クラック  
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